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１．技術等の概要 

これまでは，タンク周辺の水溜り水の線量を測定して漏洩水か否かを識別してきたが，

タンク内の汚染水に蛍光染料を混ぜることで水溜り水が目視でも識別できるようにする。 

 種類：汚染水が暗い茶色系の場合はウラニン（ﾌﾙｵﾚｾｲﾝﾅﾄﾘｳﾑ），黄色系の場合はロー

ダミン WTが有効である。ローダミン WTは直射日光に抵抗性があるが，ウラニンは直

射日光により急激に減色するものの，日常の点検には支障ないと考えられる。ウラニ

ンは，pH5.5未満で急激に減色するため，汚染水の pH確認（pH6～10）が必要である。 

 識別方法：汚染水漏洩の識別が目的なので，水溜り水に汚染水が混じっているかを定

性的に判断すればよいことから，高出力の集光タイプのブラックライト（UVライト）

を用いれば日中の現場でも 10ppb まで目視確認できる（下写真参照）。事前に検量線

を作成すれば，濃度の定性的な確認も可能である。 

 漏洩量の推定：水溜り水の濃度を蛍光光度計により定量的に測定するよりも，タンク

内の水位低下により漏洩量を測定する。 

 安全性：蛍光染料は，米国では EPA認可品であり，濃度レベルが低い場合は飲料水へ

の使用が工認されており毒性は低い（日本では規格外）。また，生分解性があり，環

境に対して安全で，化学的に比較的不活性である。 

 脱色：塩素や漂白剤（次亜塩素酸ナトリウム）と混ぜることにより脱色できる。ただ

し，塩素は殺菌作用があるため，放流する段階では生物や法令に注意が必要となる。 

         

検出確認用野外ﾊﾝﾃﾞｨﾗｲﾄ  ｳﾗﾆﾝ含有水(左;発光前，右;発光後)(ﾃｸﾉｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ㈱HPより) 

２．備考 

・開発・実用化の状況 

 漏水検知，流況・汚染の調査，地下水水みちの追跡等で実用化されている。 

・開発・実用化に向けた課題・留意点 

 特になし。 

・その他 

 特になし。 
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